
【eONE-A2W ～360CMM(60HP)】 【eONE-A05W ～120CMM】

【回収熱利用】による、温湿度空調の
【化石燃料不使用化】と【省エネ化】のご提案

作成日：2023年4月12日

超省エネ型 温湿度空調機 eONE のご紹介

【eONE ご紹介資料】

【eONE-40 ～40CMM】
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【eONE:超省エネ型 温湿度空調機 製品概要】
吸込空気(と条件により冷却水)から

回収した熱で温湿度空調に必要な熱を賄う
超省エネ型の空調機です。

【従来型AHUｼｽﾃﾑに必要なﾎﾞｲﾗｰやﾁﾗｰは不要です。】

【冷却水 併用型】
余った熱は冷却水に排熱します。

※条件により、冷却水からも熱回収します。

①CO2排出量大幅削減
従来型AHUｼｽﾃﾑﾃに必要だったボイラーが不要に!

CO2排出の元凶である化石燃料不使用

②ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ大幅削減
従来型AHUｼｽﾃﾑﾃでは【捨てていた熱】を、

eONEは回収して再利用するから省エネです。
(詳細は次ページ以降参照ください。)

吸込空気 ex
【夏期】30℃-50%RH
【冬期】15℃-50%RH

供給空気 ex
20℃-50%RH

送風機

圧縮機(複数)

フィンコイル

滴下気化式加湿器

ﾌﾟﾚｰﾄ熱交換器(複数)

電子制御弁(複数) フィンコイル

フィンコイル

【冷却水】
・Aの余剰分(A-B)を排熱⇒夏期
・Aの不足分(B-A)を熱回収⇒冬期

吸込空気から熱回収:A

回収熱利用:B
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従来型ｼｽﾃﾑの概要と
省エネ化のﾎﾟｲﾝﾄ

【3種】
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【①従来型AHUシステム(チラー&ボイラー)の概要と省エネ化のポイント】

一方では、AHUの冷水コイルで、吸込空気から
冷水に回収した熱を空冷チラーで大気に排熱。

他方ではボイラーで、熱を生成!? 無駄ですよね。
吸込空気から冷水に回収した熱を直接再利用出来れば、
ボイラーは要らなくなり大幅な省エネ化になります。

ただ実際には難しい技術が必要になり、製品化出来たのは
eONE【特許技術/省ｴﾈ大賞受賞】が初です。

【ｴﾈﾙｷﾞｰ削減率目安:～△50%】

C

C

C

S

排熱

空冷ﾁﾗｰ(冷水)

冷水タンク

従来型AHU

蒸気ボイラー

C:7℃

CR:12℃

S:120～℃

【夏期吸込空気】
OA:～38℃

+ RA:25℃程度

【冬期吸込空気】
OA:△4℃～

+ RA:20℃程度

【熱回収】
吸込空気から冷水に熱が移動。

C:7℃

CR:12℃

無駄

冷水ｺｲﾙ
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C

C

C

H

排熱

空冷ﾁﾗｰ(冷水)

冷水タンク

従来型AHU

温水タンク

空冷HPﾁﾗｰ(温水)

熱回収

W

C:7℃

CR:12℃

H:50℃

HR:45℃

★【蒸気加湿(ﾎﾞｲﾗｰ)】/【蒸気加湿(電熱)】
/【水噴霧加湿】etc

【②従来型AHUシステム(チラー&チラー)の概要と省エネ化のポイント】

一方では、AHUの冷水コイルで、吸込空気から
冷水に回収した熱を空冷チラー(冷水)で大気に排熱。

他方では空冷HPチラー(温水)で、大気から熱を回収!? 無駄ですよね。
吸込空気から冷水に回収した熱を直接再利用出来れば、

空冷HPチラー(温水)は要らなくなり大幅な省エネ化になります。
ただ実際には難しい技術が必要になり、製品化出来たのは

eONE【特許技術/省ｴﾈ大賞受賞】が初です。
★更にeONEの場合は加湿用の熱源も不要になります。

【ｴﾈﾙｷﾞｰ削減率目安:～△40%】

【熱回収】
吸込空気から冷水に熱が移動。

無駄

冷水ｺｲﾙ
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①冷凍機の消費電力

【23 kW】
※eONE-A05W 50Hz時。
従来型も同値とします。

④加熱+加湿用
電気ﾋｰﾀｰの消費電力
【１14 kW】 =③ COP=1

※従来型の消費電力
eONEは完全ﾋｰﾀｰﾚｽ

冷凍機

圧縮機

凝縮器

冷却器

膨張弁

加湿ﾋｰﾀｰ

加熱ﾋｰﾀｰ

eONEは
ヒーターレス

②冷却能力
【91 kW】

※eONE-A05W 50Hz時。
従来型も同値とします。

eONEは～１００％排熱利用

従来型システムの消費電力は⇒①+④+⑤=145kW
eONEの消費電力は⇒①+⑤=31kW

eONEは、従来捨てていた冷凍機の排熱【ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ熱源】を、空気の加熱・加湿に～100%利用します。

eONE消費電力/従来型消費電力⇒31kW/145kW=21%程度となります。

⑤給気ﾌｧﾝ・その他
の消費電力
【8 kW】

※eONE-A05W 50Hz時。
従来型も同値とします。

③排熱量
【１14 kW】
※eONE-A05W 50Hz時

の理論値。
従来型も同値とします。

空冷式の場合の凝縮ファンや
水冷式の場合の冷却塔・ﾎﾟﾝﾌﾟの
消費電力は割愛。

6

【③従来型(PACエアコン+ヒーター)システム】
の概要と理論省エネ比較(VS eONE-A05W 120CMM) 
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eONEの仕組みと
ｼｽﾃﾑ構築時のﾎﾟｲﾝﾄ
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【eONE 冷凍回路の概要】⇒3経路分割してご説明

・・・

【加熱器】
【冷却器】

【加熱器】

ｽｸﾛｰﾙ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

滴下気化式
加湿器

(製品外)

温度偏差で
PID制御

余剰排熱
制御

冷却水に
余剰排熱

通風経路 吸込空気

【①冷却除湿⇒再熱経路】吸込空気から
熱回収
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・・・

【加熱器】

【冷却器】

ｽｸﾛｰﾙ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

滴下気化式
加湿器

(製品外)

吸込空気

【②加湿用加熱経路⇒加湿】

w

湿度偏差で
PID制御

冷却水から
熱回収

加湿するほど
冷却能力減少

通風経路

滴下気化式で加湿。
水量もPID制御
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・・・

【冷却器】

ｽｸﾛｰﾙ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

滴下気化式
加湿器

(製品外)

吸込空気

③ﾎｯﾄｶﾞｽﾊﾞｲﾊﾟｽ経路【凍結臨界制御】

冷却器(通風経路)
冷媒側入口温度偏差

でPID制御
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【eONE 冷凍回路の全容と回収熱利用のプロセス】
①→⑥順番にご確認下さい。(⑥は次頁になります。)

・・・

①【冷却器】で、吸込空気から冷媒(ﾌﾛﾝ)に回収した熱を、
ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰに戻します。(ﾋﾟﾝｸのﾗｲﾝ)

②【ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ】で冷媒を圧縮し、
冷媒温度を80℃程度まで高めます。(赤のﾗｲﾝ)

③80℃程度の冷媒を、捨てることなく
【再熱用加熱経路】と【加湿用加熱経路】

に必要な量だけ送りこみ
温湿度制御します。

【加熱器】
(凝縮器)

【加熱器】
(凝縮器)

【冷却器】
(蒸発器)

④余った熱は【加熱器】で
冷却水にいったん排熱します。(赤のﾗｲﾝ)

【加熱器】
(凝縮器)

⑤加湿用加熱経路に流れる冷媒量に相応して
【冷却器】で再び冷却水から冷媒(ﾌﾛﾝ)に熱を回収し、

ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰに戻します。(ﾋﾟﾝｸのﾗｲﾝ)

【冷却器】
(蒸発器)

加湿用
加熱経路

再熱用
加熱経路

ｽｸﾛｰﾙ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

w

滴下気化式
加湿器

(製品外)

温湿度
ｾﾝｻｰ

温度偏差で
PID制御

湿度偏差で
PID制御

余剰排熱
制御

冷却器(通風経路)
冷媒側入口温度偏差

でPID制御

冷却水経路

通風経路

冷却器(通風経路)
冷媒側過熱度偏差

でPID制御

吸込空気

負荷にあわせて
複数のｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰが
容量(段数)制御!
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【eONE 通風経路の制御プロセス】 夏期のイメージ

①②⇒Aの冷却器で冷却・除湿し
【冷却能力=回収熱量△64:計算式 (10+70)×△80/100】
③⇒Bの加熱器で必要な分だけ加湿用に加熱し
【加熱量20:前提値】
④⇒滴下気化式ﾌｨﾙﾀｰで、等ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ線上に加湿・気化冷却し
【飽和効率:出口相対湿度にして80%RH(一定)】
⑤⇒Cの加熱器で必要な分だけ再熱して 温湿度制御します。
【加熱量10:前提値)

他方冷却水経路では
a.Dの加熱器で余った熱を冷却水に排熱し
【排熱量70:計算式 100-20-10】
b.その一部をEの冷却器で再び冷媒に熱回収します。
【回収熱量△16:計算式 20×△80/100】
都合、冷却水経路の熱収支は
70(排熱)+△16(回収熱)=54【排熱リッチ状態】
となります。

10 20

70

△64

54

1111

2 2 3

4

5

3

4

80℃位

25℃位

2℃位

5℃位

25℃位6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

25℃位

30℃位

EX)30℃
50%RH

EX)20℃
50%RH

8

9

12

①冷却

②除湿
⑤再熱

③加湿用加熱

④加湿

【通風経路の制御プロセス:h-x線図上】

【能力モデル】
最大加熱能力⇒100
最大冷却能力⇒△80

(単位割愛)

各熱交換器の加熱・排熱量
と回収熱量の収支

吸込み
空気

8

ABC

滴下気化式
ﾌｨﾙﾀｰ

DE
△16

通風経路

冷却水経路
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①②⇒Aの冷却器で冷却・除湿し
【冷却能力=回収熱量△40:計算式 (10+40)×△80/100】
③⇒Bの加熱器で必要な分だけ加湿用に加熱し
【加熱量50:前提値】
④⇒滴下気化式ﾌｨﾙﾀｰで、等ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ線上に加湿・気化冷却し
【飽和効率:出口相対湿度にして80%RH(一定)】
⑤⇒Cの加熱器で必要な分だけ再熱して 温湿度制御します。
【加熱量10:前提値)

他方冷却水経路では
a.Dの加熱器で余った熱を冷却水に排熱し
【排熱量40:計算式 100-50-10】
b.その一部または全部をEの冷却器で再び冷媒に
熱回収します。
【回収熱量△40:計算式 50×△80/100】
都合、冷却水経路の熱収支は
40(排熱)+△40(回収熱)=0【±ゼロ】となります。

10 50

40

△40

0

1111

2 2 3

4

5

3

4

70℃位

15℃位

2℃位

5℃位

15℃位6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

15℃位

15℃位

EX)15℃
50%RH

EX)20℃
50%RH

8

9

13

【能力モデル】
最大加熱能力⇒100
最大冷却能力⇒△80

(単位割愛)

各熱交換器の加熱・排熱量
と回収熱量の収支

吸込み
空気

8

ABC

滴下気化式
ﾌｨﾙﾀｰ

DE
△40

通風経路

冷却水経路

【eONE 空気側制御プロセス】 中間期のイメージ

①冷却②除湿

⑤再熱

③加湿用加熱

④加湿

【通風経路の制御プロセス:h-x線図上】

±ゼロ
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①②⇒Aの冷却器で冷却・除湿し
【冷却能力=回収熱量△24:計算式 (10+20)×△80/100】
③⇒Bの加熱器で必要な分だけ加湿用に加熱し
【加熱量70:前提値】
④⇒滴下気化式ﾌｨﾙﾀｰで、等ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ線上に加湿・気化冷却し
【飽和効率:出口相対湿度にして80%RH(一定)】
⑤⇒Cの加熱器で必要な分だけ再熱して 温湿度制御します。
【加熱量10:前提値)

他方冷却水経路では
a.Dの加熱器で余った熱を冷却水に排熱し
【排熱量20:計算式 100-70-10】
b.その全部と、不足分を冷却水からEの冷却器
で冷媒に熱回収します。
【回収熱量△56:計算式 70×△80/100】
都合、冷却水経路の熱収支は
20(排熱)+△56(回収熱)=△36【回収熱リッチ状態】
となります。

10 70

20

△24

1111

2 2 3

4

5

3

4

70℃位

15℃位

2℃位

5℃位

15℃位6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

15℃位

15℃位

EX)15℃
50%RH

EX)20℃
50%RH

8

9

14

【能力モデル】
最大加熱能力⇒100
最大冷却能力⇒△80

(単位割愛)

各熱交換器の加熱・排熱量
と回収熱量の収支

吸込み
空気

8

ABC

滴下気化式
ﾌｨﾙﾀｰ

DE
△56

通風経路

冷却水経路

【eONE 空気側制御プロセス】 冬期のイメージ【循環空調時】

【回収熱リッチ状態】
【ｾﾝﾄﾗﾙ冷却水】や
【天然の未利用熱】

【空冷HPﾁﾗｰ】等を併用
して対応します。

△36

①冷却②除湿

⑤再熱

③加湿用加熱

④加湿

【通風経路の制御プロセス:h-x線図上】
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10 90

0

△8

1111

2 2 3

4

5

3

4

70℃位

15℃位

2℃位

5℃位

15℃位6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

15℃位

15℃位

EX)15℃
50%RH

EX)20℃
50%RH

8

9

15

【能力モデル】
最大加熱能力⇒100
最大冷却能力⇒△80

(単位割愛)

各熱交換器の加熱・排熱量
と回収熱量の収支

吸込み空気
⇒熱源追加

8

ABC

滴下気化式
ﾌｨﾙﾀｰ

D
E

△72

通風経路

冷却水経路

【eONE 空気側制御プロセス】 冬期のイメージ【全外気空調時】

【回収熱リッチ状態】
【ｾﾝﾄﾗﾙ冷却水】や
【天然の未利用熱】

【空冷HPﾁﾗｰ】等を併用
して対応します。

△72

⑤再熱

③加湿用加熱

④加湿

【通風経路の制御プロセス:h-x線図上】

①吸込空気を追加熱源で幾許か加熱し
②⇒Aの冷却器で冷却し
【冷却能力=回収熱量△8:計算式 (10+0)×△80/100】
③⇒Bの加熱器で必要な分だけ加湿用に加熱し
【加熱量90:前提値】
④⇒滴下気化式ﾌｨﾙﾀｰで、等ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ線上に加湿・気化冷却し
【飽和効率:出口相対湿度にして80%RH(一定)】
⑤⇒Cの加熱器で必要な分だけ再熱して 温湿度制御します。
【加熱量10:前提値)

他方冷却水経路では
a.Dの加熱器で余った熱を冷却水に排熱し
【排熱量0:計算式 100-90-10】
b.その全部と、不足分を冷却水からEの冷却器
で冷媒に熱回収します。
【回収熱量△72:計算式 90×△80/100】
都合、冷却水経路の熱収支は
0(排熱)+△72(回収熱)=△72
【回収熱リッチ状態】となります。

②冷却

①加熱(吸込み空気に熱源追加ないしSAバイパス)
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【eONE 排熱量/回収熱量 年間遷移イメージの例(to/from冷却水)】

排熱リッチ 排熱リッチ

排熱量(+)/回収熱量(－)

【真夏】
排熱リッチ

【真冬】
回収熱リッチ

回収熱リッチ
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【まとめ】
吸込空気から回収した熱で温湿度空調に必要な熱を賄いますが、

吸込空気からの回収熱量と、必要熱量の収支過不足を、
冷却水に排熱あるいは冷却水から回収することで補うしくみの温湿度空調機です。

【従来型AHUｼｽﾃﾑに必要な熱源機(冷水用冷凍機やボイラーは不要です。】

また、OA導入量の条件等により、吸込空気からの回収熱量が不足する時期(冬期)は、
冷却水からの回収熱量が、冷却水への排熱量を上回ることがあります。【冷却水 回収熱リッチ状態】

★目安として【OA導入量15%以下時】は、冬期でも【冷却水 回収熱リッチ状態】にはなりません。

★【OA導入量15%超～100%時】は冷却水に補助熱源(工場排熱利用が理想)を追加します。
また、【OA導入量50%超～100%時】には、OA(導入外気)にも補助熱源を追加し、
eONEの吸込空気温度を※10～15℃程度にします。
尚、OA補助熱源は、SAを吸込にバイパスさせて省くことも出来ます。
(※吸込空気温度の下限値は各種条件により変わりますので詳しくはお問合せ下さい。)

【冷却水 補助熱源の例】
a.冬期も他の設備の排熱が存在する既存の冷却水(タワー水)併用。

b.プレート式熱交換器を追加し、工場内の温排水や廃蒸気等から熱回収。
⇒工場全体の排熱利用となりベスト。

c.地中熱、井水、下水、河川水、海水活用⇒未利用熱利用となり冷却塔も省けてベスト。
上記が叶わない場合は、電気ﾋｰﾀｰ(流水加熱器)、温水ﾎﾞｲﾗｰ、空冷HPﾁﾗｰ等を追加併用します。

【吸込み空気(導入外気) 補助熱源の例】
d.全熱交換機、顕熱交換機併用⇒工場排気と導入外気を熱交換。

e.導入外気にﾌｨﾝｺｲﾙを追加し、工場内の温排水や廃蒸気等と熱交換。
⇒工場全体の排熱利用となりベスト。

上記が叶わない場合は、電気ﾋｰﾀｰ(ﾀﾞｸﾄﾋｰﾀｰ)を導入外気に追加併用します。
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eONE

冷却塔(CT)
30RT(eONE)+他の設備の排熱量

冬期は

ﾌｧﾝ停止
CD水温＞20℃⇒ON
CD水温＜15℃⇒OFF

冷却水出口水温監視
⇒熱源水ｺﾝﾄﾛｰﾙ用

【無電圧接点出力】可能

※冬期は吸込空気と冷却水から熱回収。
真冬、冷却水からの回収熱量は 約45kW

※吸込にダクトヒーター30kW併用。

【冷却水系統システムの事例】真冬の水温・水量イメージ

T

CD水温＜20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:open/CT側:close
CD水温＞20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:close/CT側:open  比例制御

ex)15.0℃-350ℓ/min※

ex)13.2℃-350ℓ/min※

※冷却水量は
真夏、出入口温度差
5℃の前提で計算
【CTの緒元に因る】

真冬、他の設備の排熱:

45kW以上必要

ポンプ
350ℓ/min(eONE)

+α:他の設備の排熱量からΔ5℃で計算

※OA導入量100%で、【既存の冷却水(冬期も他の設備の排熱有り)】を分岐利用した事例です。

各数値は一例となります。
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P-HEX
冷却水側
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eONE-1

冷却塔(CT)
～210RT eONE-n

冬期は

ﾌｧﾝ停止
CD水温＞20℃⇒ON
CD水温＜15℃⇒OFF

冷却水出口水温監視
⇒ﾁﾗｰ等自動ｺﾝﾄﾛｰﾙ

【無電圧接点出力】可能

※冬期は吸込空気と冷却水から熱回収
真冬、冷却水からの回収熱量:約308kW

【冷却水系統システムの事例】真冬の水温・水量イメージ

T

CD水温＜20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:open/CT側:close
CD水温＞20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:close/CT側:open  比例制御

ex)15.0℃-2,760ℓ/min(4M時)

ex)15.0℃-2,760ℓ/min※

ex)13.4℃-2,760ℓ/min(4M時)※

※冷却水量は
真夏、出入口温度差

5℃の前提
【CTの緒元に因る】

真冬、排熱回収熱量:約308kW

P-HEX
排温水側

ex)25.0℃-400ℓ/min ex)14.0℃-400ℓ/min

ポンプ:15kW
～2,760ℓ/min

※OA導入量が15%超～50%で、eONEの冷却水にHEXで他の設備の排熱を添加した事例です。

各数値は一例となります。
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eONE-1

冷却塔(CT)

【空冷HPﾁﾗｰ】

eONE-n

冬期のみ

加熱運転
【to】＜13℃⇒ON
【to】＞18℃⇒OFF

冬期は

ﾌｧﾝ停止
CD水温＞20℃⇒ON
CD水温＜15℃⇒OFF

冷却水出口水温
【to】監視

⇒ﾁﾗｰ自動ｺﾝﾄﾛｰﾙ
【無電圧接点出力】

F

※冬期は吸込空気と冷却水から熱回収
※OA導入量50%超時は、吸込空気にも追加熱源が必要になります。

T

CD水温＜20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:open/CT側:close
CD水温＞20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:close/CT側:open  比例制御

ex)25.0℃-850ℓ/min

ex)15.0℃-4,350ℓ/min

ex)15.0℃-3,500ℓ/min※

ex)12.6℃-3,500ℓ/min※

出入口温度差 10℃時

ex)15.0℃-850ℓ/min

※夏期
出入口温度差
5℃の前提

【CTの緒元に因る】

【空冷HPﾁﾗｰ】に限らず
【業務用HP給湯器】もお奨めです。

また、初期投資優先で
【ガス給湯器】や【流水加熱器(EH)】

でも対応出来ます。

※OA導入量が15%超～50%で、eONEの冷却水に空冷HPﾁﾗｰで冬期のみ熱添加した事例です。

各数値は一例となります。

【冷却水系統システムの事例】真冬の水温・水量イメージ
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eONE-1

eONE-n

冷却水出口水温
【to】監視

F

※冬期は吸込空気と冷却水から熱回収
※OA導入量50%超時は、吸込空気にも追加熱源が必要になります。

ex)15.0℃-833ℓ/min(50t/h)

ex)4.9℃-1,367ℓ/min

ex)8.7℃-2,200ℓ/min※

ex)4.9℃-2,200ℓ/min※

ex)4.9℃-833ℓ/min(50t/h)

F

水処理

※夏期
出入口温度差
8℃の前提

【CTの緒元に因らない】

抽水井
【年間常時抽水】

還元井
【年間常時還元】

【冷却水系統システムの事例】真冬の水温・水量イメージ

※OA導入量が15%超～50%で、eONEと井水を併用した例です。冷却塔も不要になります。

各数値は一例となります。
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eONE-1

eONE-n

冷却水出口水温
【to】監視

F

※夏期はSAと冷却水に排熱

ex)15.0℃-833ℓ/min(50t/h)

ex)36.0℃-1,367ℓ/min

ex)28.0℃-2,200ℓ/min※

ex)36.0℃-2,200ℓ/min※

ex)36.0℃-833ℓ/min(50t/h)

F

水処理

※夏期
出入口温度差
8℃の前提

【CTの緒元に因らない】

抽水井
【年間常時抽水】

還元井
【年間常時還元】

【冷却水系統システムの事例】真夏の水温・水量イメージ

※前頁同様、OA導入量が15%超～50%で、eONEと井水を併用した真夏の例です。冷却塔も不要になります。

各数値は一例となります。



Nitto Reinetsu Inc. 23

【冷却水系統システムの事例:地中熱利用(ｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾙｰﾌﾟ)】

eONE-A05W×3

ｸｯｼｮﾝﾀﾝｸ

地中熱関係 | 環境省 (env.go.jp)

夏期:入口32℃/出口37℃
最大排熱量:441kW(147×3台)
⇒1,410ℓ/min(媒体:水として)

冬期:入口 極力～15℃/出口13.5℃※

※回収熱量:142kW/水量:1,410ℓ/min時

15℃?

各数値は一例となります。

https://www.env.go.jp/seisaku/list/thermal.html
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製品のご紹介
【2種+新商品】
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1 M: ﾓｼﾞｭｰﾙ当りの性能になります。

製品名 超省エネ型 温湿度空調機

型式/ﾀｲﾌﾟ
eONE-A2W

冷却水(熱源水)併用ﾀｲﾌﾟ/屋内型

電源 3φ AC 200V 50Hz

送風量
～360 CMM 

【FAN-INV 10～60Hz可変】

最大冷却能力
～198 kW [te:10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～173 kW [te:  5.0℃/tc:40.0℃]:冬期

最大加熱能力
(加湿用加熱+再熱)

～238 kW [te:10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～209 kW [te:  5.0℃/tc:40.0℃]:冬期

定格消費電力

【夏期】約 58.5 kW【容量制御100%/送風量360CMM時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 47×X/100+11.5
【te:10.0℃/tc:45.0℃/送風量360CMM時】

【冬期】約 53.5 kW【容量制御100%/送風量360CMM時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 42×X/100+11.5
【te:5.0℃/tc:40.0℃/送風量360CMM時】

必要な冷却水量 760ℓ/min【配管径:100A】IN-OUT:5deg～

必要な冷却水温度
【運転可能範囲:5～35℃】夏期定格:25℃ 冬期定格:15℃

併用 冷却塔 必要能力:～60RT

圧縮機構成【容量制御%】 15HP(11.25kW)×4基【25～100%:時間積算】

その他ご留意事項

【高圧ｶﾞｽ保安法】について
法定冷凍ﾄﾝ:R=43.35:V/9.8:C×4基=17.7(＜20)
⇒高圧ｶﾞｽ製造届(第二種製造者)不要です。
【ブレーカー容量】300A (別置き制御盤に標準装備)

【電源容量】108 KVA
【重量】3,000kg

P.29 P-Q線図も
参照下さい。

25

ご提案製品① 超省エネ型 精密温湿度空調機 eONE-A2W (50Hz)
【COMP:60HP/FAN:11.0kW】

※複数ﾓｼﾞｭｰﾙを１つのセンサーで協調運転可能。
(1ﾓｼﾞｭｰﾙ異常時のリスクを分散!)

※1ﾓｼﾞｭｰﾙ毎～4基の圧縮機が運転状態を監視して
段数運転【容量制御】します。

冷水も蒸気も不要です!!
【冷却水は必要です。】

温湿度管理に必要な 再熱や加湿用の熱源は
吸込み空気と冷却水からの【回収熱】で賄います。
加えて、圧縮機の段数運転【容量制御】が加わって

ズバリ省エネです。
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1 M: ﾓｼﾞｭｰﾙ当りの性能になります。

製品名 超省エネ型 温湿度空調機

型式/ﾀｲﾌﾟ
eONE-A2W

冷却水(熱源水)併用ﾀｲﾌﾟ/屋内型

電源 3φ AC 200V 60Hz

送風量
～360 CMM 

【FAN-INV 10～60Hz可変】

最大冷却能力
～239 kW [te:10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～197 kW [te:  5.0℃/tc:45.0℃]:冬期

最大加熱能力
(加湿用加熱+再熱)

～289 kW [te:10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～247 kW [te:  5.0℃/tc:45.0℃]:冬期

定格消費電力

【夏期】約 69.5 kW【容量制御100%/送風量360CMM時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 58×X/100+11.5【te:10.0℃/tc:45.0℃時】

【冬期】約 68.5 kW【容量制御100%/送風量360CMM時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 57×X/100+11.5【te:5.0℃/tc:45.0℃時】

必要な冷却水量 ～920ℓ/min【配管径:100A】IN-OUT:Δ5℃～

必要な冷却水温度
【運転可能範囲:5～35℃】夏期定格:25℃ 冬期定格:15℃

併用 冷却塔 必要能力:70RT～

圧縮機構成【容量制御%】 15HP(11.25kW)×4基【25～100%:時間積算】

その他ご留意事項

【高圧ｶﾞｽ保安法】について
法定冷凍ﾄﾝ:R=52.31:V/9.8:C×4基=21.35(＞20)
⇒高圧ｶﾞｽ製造届(第二種製造者)が必要です。
【ブレーカー容量】300A (別置き制御盤に標準装備)

【電源容量】約 122 KVA
【重量】約 3,000kg

P.29 P-Q線図も
参照下さい。
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温湿度管理に必要な 再熱や加湿用の熱源は
吸込空気と冷却水からの【回収熱】と、圧縮機の排熱(入力)で賄います。

加えて、圧縮機の段数運転【容量制御】が加わって

ズバリ省エネです。

ご提案製品① 超省エネ型 温湿度空調機 eONE-A2W (60Hz)
【COMP:60HP/FAN:11.0kW】

※複数ﾓｼﾞｭｰﾙを１つのセンサーで協調運転可能。
(1ﾓｼﾞｭｰﾙ異常時のリスクを分散!)

※1ﾓｼﾞｭｰﾙ毎～4基の圧縮機が運転状態を監視して
段数運転【容量制御】します。
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【eONE-A2W 外形図】

A

環気口⇒A or B部に変更も可能
別途の【ﾁｬﾝﾊﾞｰ】を設け

OA導入用VDや、ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ/中性能等
装備可能です。

給気口

100A

2,000 1,650

700

1,400

3分割納入可能。
最も重いpcsで1,250kgです。
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【eONE-A2W用 制御盤】

一次電源接続口
追加のBOXで接続口を側面に変更可能です。

制御盤⇔空調機本体 間に
圧縮機と送風機の動力線及び
複数の信号線が亘ります。

ﾚｲｱｳﾄｶﾞ近距離の際は、ｹｰﾌﾞﾙ類は製品付属となりますが、
配線/配管工事代と、長距離の際のｹｰﾌﾞﾙ代は

別途になります。

ﾒｲﾝの操作ﾊﾟﾈﾙ等は
遠隔盤等にﾘﾓｺﾝ配線可能｡
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【eONE-A2W ×1ﾓｼﾞｭｰﾙ】設置レイアウト例 (ご参考)

【平面図】

複数モジュール時は
架台を併用し

ビル構造とすることも可能。
eONE-A2W

OA/RA
混気ﾁｬﾝﾊﾞｰ

T

D

CD

CDR

W

500 3,650 1,000

5,150

(500)

2,100

1,000
～1,500

SA

OARA

※滴下気化式ﾌｨﾙﾀｰ交換時に
必要なスペースになりますが

どちらか片側1,000有ればOKです。
⇒OA/RAダクト天面アクセス時は

2ﾓｼﾞｭｰﾙ隣接設置可能。

OA/RAダクト
天面アクセス

or
混気ﾁｬﾝﾊﾞｰ併用
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【eONE-A2W 送風機P-Q線図】

eONE-A2W
機内静圧(損失)

360 CMM時
機外静圧⇒～ 270 Pa

(INV:60Hz時)
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製品名 超省エネ型 温湿度空調機

型式/ﾀｲﾌﾟ
eONE-A05W /冷却水(熱源水)併用ﾀｲﾌﾟ

【COMP:30HP/FAN:7.5kW】

電源 3φ AC 200V 50Hz

送風量
～120 CMM

【FAN-INV10～60Hz可変】

最大冷却能力
～ 91 kW [te:   7.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～ 69 kW [te:   0.0℃/tc:45.0℃]:冬期

最大加熱能力
～110 kW [te:   7.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～ 88 kW [te:   0.0℃/tc:45.0℃]:冬期

定格消費電力

【夏期】約 31 kW【容量制御100%時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 23×X/100+8
【te:7.0℃/tc:45.0℃ 送風量 120 CMM(INV:60Hz)時】

【冬期】約 31 kW【容量制御100%時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 23×X/100+8
【te:0.0℃/tc:45.0℃ 送風量 120 CMM(INV:60Hz)時】

必要な冷却水量
350ℓ/min【配管径 80A】

IN-OUT:Δ5℃～

必要な冷却水温度
併用 冷却塔能力

【運転可能範囲:5～35℃】
夏期定格:25℃ 冬期定格:15℃

併用 冷却塔能力:～30RT

圧縮機構成【容量制御%】
7.5 kW (10HP) × 3基

【33.4～100.0%:時間積算】

特記事項

【高圧ｶﾞｽ保安法】について
法定冷凍ﾄﾝ:R=29.08:V/9.8:C×3基=8.9(＜20)
⇒高圧ｶﾞｽ製造届(第二種製造者)不要です。
【ブレーカー容量】150A (本体に標準装備)
【電源容量】63 KVA
【重量】2,000kg

ご提案製品② 超省エネ型 精密温湿度空調機 eONE-A05W(50Hz)
[COMP:30HP/FAN:7.5kW] 

P.34 P-Q線図も
参照下さい。
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※複数ﾓｼﾞｭｰﾙを１つのセンサーで協調運転可能。
(1ﾓｼﾞｭｰﾙ異常時のリスクを分散!)

※1ﾓｼﾞｭｰﾙ毎～3基の圧縮機が運転状態を監視して
段数運転【容量制御】します。

冷水も蒸気も不要です!!
【冷却水は必要です。】

温湿度管理に必要な 再熱や加湿用の熱源は
吸込み空気と冷却水からの【回収熱】で賄います。
加えて、圧縮機の段数運転【容量制御】が加わって

ズバリ省エネです。
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製品名 超省エネ型 温湿度空調機

型式/ﾀｲﾌﾟ
eONE-A05W /冷却水(熱源水)併用ﾀｲﾌﾟ

【COMP:30HP/FAN:7.5kW】

電源 3φ AC 200V 60Hz

送風量
～120 CMM

【FAN-INV10～60Hz可変】

最大冷却能力
～122 kW [te:   10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～101 kW [te:     5.0℃/tc:45.0℃]:冬期

最大加熱能力
～147 kW [te:   10.0℃/tc:45.0℃]:夏期
～125 kW [te:     5.0℃/tc:45.0℃]:冬期

定格消費電力

【夏期】約 36 kW【容量制御100%時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 28×X/100+8
【te:10.0℃/tc:45.0℃ 送風量 120 CMM(INV:60Hz)時】

【冬期】約 36 kW【容量制御100%時】

【容量制御X%時算出式】⇒ 28×X/100+8
【te:5.0℃/tc:45.0℃ 送風量 120 CMM(INV:60Hz)時】

必要な冷却水量
～470ℓ/min【配管径 80A】

IN-OUT:Δ5℃～

必要な冷却水温度
併用 冷却塔能力

【運転可能範囲:5～35℃】
夏期定格:25℃ 冬期定格:15℃

併用 冷却塔能力:～40RT

圧縮機構成【容量制御%】
7.5 kW (10HP) × 3基

【33.4～100.0%:時間積算】

特記事項

【高圧ｶﾞｽ保安法】について
法定冷凍ﾄﾝ:R=35.09:V/9.8:C×3基=10.8(＜20)
⇒高圧ｶﾞｽ製造届(第二種製造者)不要です。
【ブレーカー容量】200A (本体に標準装備)
【電源容量】68 KVA
【重量】2,000kg

ご提案製品② 超省エネ型 精密温湿度空調機 eONE-A05W(60Hz)
[COMP:30HP/FAN:7.5kW] 

P.34 P-Q線図も
参照下さい。
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※複数ﾓｼﾞｭｰﾙを１つのセンサーで協調運転可能。
(1ﾓｼﾞｭｰﾙ異常時のリスクを分散!)

※1ﾓｼﾞｭｰﾙ毎～3基の圧縮機が運転状態を監視して
段数運転【容量制御】します。

冷水も蒸気も不要です!!
【冷却水は必要です。】

温湿度管理に必要な 再熱や加湿用の熱源は
吸込み空気と冷却水からの【回収熱】で賄います。
加えて、圧縮機の段数運転【容量制御】が加わって

ズバリ省エネです。
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【eONE-A05W 外形図 ※30HP[圧縮機:10HP×3基] 側面吹出し仕様】

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
1,000

A:上段部
のみで可

【吸込口】
別途の【吸込ﾁｬﾝﾊﾞｰ】を設け、
ﾌﾟﾚ/中性能等も内蔵可能です。

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

A

【側面吹出】
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上吹出し

【吹出口】 計装/操作部内蔵
操作部はｾﾊﾟﾚｰﾄも可

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
1,000

ﾒﾝﾃｽﾍﾟｰｽ
500

【eONE-A05W 外形図 加湿レス 10HP[圧縮機:10HP×1基]上吹出し仕様】

【吸込口】
別途の【吸込ﾁｬﾝﾊﾞｰ】を設け、
ﾌﾟﾚ/中性能等も内蔵可能です。
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【eONE-A05W 送風機P-Q特性】

eONE機内静圧(損失)
【側面吹出し】

120CMM【側面吹出し】
機外静圧 ～500Pa

eONE機内静圧(損失)
【上吹出し】
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【圧縮機10HP×1基 仕様】
加湿レス改装仕様

【圧縮機30HP×3基 仕様】
加湿付標準仕様
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局所精密 温湿度空調用

eONE ～40m3/min

2022年～
待望のリリース決定!

クリーンブースやFFU
もお任せ下さい!

クリーンで精密な温湿度空間が
簡単に実現出来ます。

クリーン度:ISO 5～8
温湿度:15～30℃ / 30～70%

お気軽にご相談ください!

③Wat’s New !!

DC INV 圧縮機搭載
負荷に応じて自動で容量制御!
eONEの制御/機能は全て踏襲

冷媒に R32 を採用
【地球温暖化係数(GWP):675】
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【ご参考 製品仕様】

製品名 超省エネ型 温湿度空調機

型式/ﾀｲﾌﾟ
eONE-40

/冷却水(熱源水)併用ﾀｲﾌﾟ

電源 3φ AC 200V 50/60Hz

圧縮機
3.0 kW (4HP) × 1基【DCインバーター】

回転数：600～6000rpm（10～100%）

使用冷媒 R32【地球温暖化係数(GWP):675】

送風機
ECファン（PWM風量可変） 1000W

風量：～40CMM 

冷却能力
夏期：3.0～24.0 kW [te: 10.0℃/tc:45.0℃]

冬期：2.4～19.0 kW [te:  2.0℃/tc:40.0℃]

加熱能力
夏期：3.5～30.0 kW [te: 10.0℃/tc:45.0℃]

冬期：2.8～24.0 kW [te:   2.0℃/tc:40.0℃]

定格消費電力

夏期：約 7,200W
[te: 10.0℃/tc:45.0℃ インバータ制御100%時]

インバータ制御X%時算出式 ⇒ 6,000×X/100+1,200

冬期：約 6,400 W
[te: 2.0℃/tc:40.0℃ インバータ制御100%時]

インバータ制御X%時算出式 ⇒ 5,200×X/100+1,200

必要な冷却塔能力
と冷却水量

～8RT(冷却トン)
～100ℓ/min【配管径:40A】

（IN-OUT:Δ5℃～）

必要な冷却水温度
運転可能範囲:5～35℃

夏期定格:25℃ 冬期定格:15℃

特記事項

①高圧ｶﾞｽ保安法適用除外
法定冷凍ﾄﾝ:3.17（5未満は適用除外）
（42.3[cm3]×10-6×6000[rpm]×60÷4.8[C値]=3.17）

②フロン排出抑制法 第一種特定製品
（圧縮機定格出力7.5kW未満のため定期点検は不要）

③ブレーカー容量：60A (本体に標準装備)
④電源容量：18kVA
⑤重量：約500kg
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【ご参考 外形図】
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従来型AHUシステム VS eONE
ランニングコスト/CO2排出量

試算の事例
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【ダクト系統 システムイメージ】

室

SA 全360CMM

RA 全268CMM

OA 92CMM

EA 92CMM
局排+陽圧分含む
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流水加熱器
E/H

42

eONE

冷却塔(CT)
40～60RT

冬期は

ﾌｧﾝ停止
CD水温＞20℃⇒ON
CD水温＜15℃⇒OFF

※冬期は吸込空気と冷却水から熱回収
真冬、冷却水からの回収熱量:44kW

【冷却水系統 システム例】真冬の水温・水量イメージ

T

CD水温＜20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:open/CT側:close
CD水温＞20℃⇒ﾊﾞｲﾊﾟｽ側:close/CT側:open  比例制御

ex)15.0℃-760ℓ/min

ex)15.0℃-760ℓ/min※

ex)14.17℃-760ℓ/min※

※冷却水量は
真夏、出入口温度差

5℃の前提
【CTの緒元に因る】

ポンプ:～5.5kW
520～760ℓ/min

冷却水出口水温監視
E/H ON/OFF信号出力します。

【制御案】
12℃以下⇒ON
15℃以上⇒OFF
無電圧接点出力
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【eONE 排熱量・回収熱量 年間遷移イメージ(to/from冷却水)】

排熱リッチ 排熱リッチ

排熱量(+)/回収熱量(－)

【真夏】
179kW 排熱

【真冬】
△44kW 回収

回収熱リッチ

【冬期、冷却水に排熱等が無く、
電気ﾋｰﾀｰで対応する場合の消費電力量/電気代 計算】

簡易的な見立てとなりますが、
eONEが回収する熱量=電気ﾋｰﾀｰの消費電力量

と見做すと
1,738h×44.234kW÷2

=  38,440kWh となり、

電気代は ×15円/kWh として

576,600円 になります。

8,736h

≒1,738h
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年間【ランニングコスト】の比較
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年間【CO2排出量】の比較
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eONEが貢献できる分野例

半導体・精密部品
クリーンルーム

塗装・コーティングライン 評価・試験室

食料品製造ライン 機能性素材製造加工ライン 美術品の展示・保管施設
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eONEの導入・検討例

測
定
装
置

eONE

eＯＮＥ

eＯＮＥ

作
業
台

圧着
装置

塗工機

下駄
箱

検査・梱
包

炉

炉

炉入れ
作業台

作
業
台

ミ
キ
サ
ー

切
断
作
業
台

測
定
作
業
台

照
明

差
圧
計

ｴｱｼｬﾜｰ

自動車部
品
塗装

局所精密空調 タイヤ走行評
価

特殊温湿度保管
庫

自動車・シャーシダイナ
モ

特殊ガラス加工・検
査
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ご静聴まことにありがとうございました。
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